
富山型耐震シェルター建築業者登録制度実施要領 

 

（目的）  

第１条 この要領は、富山型耐震シェルター（以下「シェルター」という。）の設置工事に

必要な知識および施工技術を習得した建築業者を登録し、適正な施工と普及を図ると

ともに、消費者へ「安全」と「安心」を提供することを目的とする。 

 

（定義）  

第２条 富山型耐震シェルターとは富山県農林水産総合技術センター木材研究所が主体と

なり開発を行ったものをいう。 

２ 富山型耐震シェルター建築業者登録制度（以下「制度」という。）とは、シェルターを

施工する建築業者を広く公募し、仕様書に定められた材料や施工方法の遵守について

講習を受けた建築業者を登録することで消費者が安心して使用できるシェルターを供

給する制度をいう。 

３ 「登録建築業者」とは、第５条で登録を受けた建築業者とする。 

４ この要領において、「自主検査」とは、シェルターが適正に施工されているかを、登録

建築業者自ら確認し、消費者への品質、安全性等を担保するための検査をいう。 

 

（登録要件）  

第３条 本制度の登録を受けようとする者は、次の各号に掲げる条件すべてを満たすものと

する。  

（１）建築業法の許可を受け、同法を遵守する建築業者であること 

（２）木造住宅の建築実績（リフォームを含む）があること 

（３）第４条で定める富山県型耐震シェルター施工講習（以下「講習」という。） を受講

した建築業者であること 

 

（講習） 

第４条 登録要件に定める講習は、富山県農林水産総合技術センター木材研究所が主催し、

シェルターの品質、安全性を確保するために必要となる項目について、建築業者に周

知徹底を図るものとする。 

２ 仕様書に定められた材料や施工マニュアルに変更が生じた場合には、必要に応じて補

講を実施し、登録建築業者はこれを受けなければならないものとする。 

 

（建築業者の登録）  

第５条 この制度における建築業者として登録を受けようとする者は、富山県農林水産総合

技術センター木材研究所が開催する講習を受けた後、富山型耐震シェルター建築業者



登録申請書（様式第１号）を富山県森林・木材研究所振興協議会（以下「協議会」と

いう。）に提出するものとする。  

２ 協議会は、申請の内容を確認し適正と認められ、講習の受講が確認された場合は、申請

者に富山型耐震シェルター建築業者登録通知（様式第２号）を交付し、登録建築業者

名簿（様式第３号）に記載する。 

３ 前項の登録を受ける建築業者は、登録に際して協議会に入会し、賛助会費として 20,000

円を納付するものとする。 

 

（登録期間等） 

第６条 登録の有効期間は、登録があった日から起算して２年を経過した日の属する年度末

日までとする｡  

２ 登録建築業者は、前項の期間が満了したとき、富山型耐震シェルター建築業者登録期間

延長申請書（様式６号）により期限の延長申請を協議会へ行うことができる。  

３ 協議会は、登録建築業者から前項の申請を受けたときは、その申請者が第３条の登録要

件を満たす場合に、期限の延長を認めるものとする。  

４ 協議会は前項の規定により有効期限の延長を認めた場合、前条第２項に定める登録通知

を再交付するものとする｡ 

 

（変更の届出）  

第７条 登録建築業者は、登録通知に記載された事項に変更があったときは、当該変更があ

った日から３０日以内に、富山型耐震シェルター登録建築業者変更届（様式第７号）

を協議会に提出しなければならない。  

２ 協議会は前項の申請があった場合、建築業者に登録通知の再交付を行うものとする｡  

 

（登録建築業者の責務） 

第８条 登録された建築業者は、シェルターの普及 ・発発に積極的に取り組むこととする。 

 

（自主検査） 

第９条 登録建築業者は、シェルターが仕様書や施工マニュアルのとおり適正に施工され

ているかを確認し、消費者への品質、安全性等を担保するための自主検査を行い、そ

の結果を取りまとめた富山型耐震シェルター自主検査報告書（様式第４号）を消費者

（注文者）に提出する。 

 

（完成報告） 



第１０条 登録建築業者は、シェルターの施工が完成した時は、すみやかに第９条の富山

型耐震シェルター自主検査報告書の写しと耐震シェルターに使用した材料の納品書の

写しを添えて、協議会に富山型耐震シェルター完成報告書（様式第５号）を提出する。 

 

（登録の取り消し）  

第１１条 協議会は登録建築業者が次に該当する行為をした場合は、登録を取り消すこと

ができる｡  

（１）第３条、第９条で定める責務に反する行為 

（２）制度の信頼を著しく損なう恐れのある不正、不適当な行為 

２ 登録建築業者が前項各号に定める行為をしたことが明らかになった場合、または当該行

為の疑いのある場合、協議会は当該建築業者に対して調査をすることができる。 

３ 第１項の規定による登録の取り消しにより損失が生じたときは、登録建築業者がその責

めを負う。  

４ 登録の取り消し処分を受けた登録建築業者は、処分を受けた日より１年間は、第５条で

定める登録申請を行うことはできない。 

 

 附 則  

 この要領は、令和８年６月２５日から施行する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（様式第１号） 

 

富山型耐震シェルター建築業者登録申請書 

 

年  月  日 

 

富山県森林・木材研究所振興協議会会長 様 

 

住所 

名称 

代表者氏名            印 

 

 富山型耐震シェルターを施工する建築業者として認定していただきたいので、富山型耐

震シェルター建築業者登録制度実施要領第５条第１項に基づき、下記のとおり関係書類等

を添えて申請します。 

 なお、下記表の（項目番号１）の内容については、公表されても差し支えありません。 

 

記 

 

１ ※建築業者名称  

※代表者名  

※電話/FAX 番号  

E-mail アドレス  

HP アドレス  

※建設業許可（建築工事業 

など）の種類・番号 

 

２ 木造住宅建築実績 過去３年間の建築実績 

 ・新    築       棟 

 ・リフォーム        棟 

 ※必須項目 

 

添付書類 

   確約書（様式第１-１号）  



（様式第１-１号） 

 

確  約  書 

 

年  月  日 

 

富山県森林・木材研究所振興協議会会長 様 

 

住所 

名称 

代表者氏名            印 

 

 富山型耐震シェルター建築業者の登録を申請するにあたり、下記の事項について確約しま

す。 

 

記 

 

１ 富山型耐震シェルター建築業者登録制度実施要領を遵守します。 

 

２ 富山型耐震シェルター建築業者登録制度実施要領第１１条第１項に定める行為をした

ことが明らかとなった場合は、当該登録を取り消されても異義ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（様式第２号）  

 

富山型耐震シェルター建築業者登録通知 

 

年  月  日 

 

 様 

 

富山県森林・木材研究所振興協議会会長 印 

 

 

      年  月  日付けで申請のありました富山型耐震シェルター建築業者登録

について、富山型耐震シェルター建築業者登録制度実施要領第５条第２項に基づき、下記

のとおり登録します。 

 

記 

 

１ 登録番号  

 

２ 事業所の名称及び所在地 

   名  称： 

   所在地： 

 

3 登録の有効期間 

       年  月  日から      年  月  日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式第３号）  

富山型耐震シェルター登録建築業者名簿 

 

登録番号 建築業者名 住所 電話/FAX E-mail HP 登録期間 備考 

（記載例） 

第 1 号 

 

（株）〇〇建築 

 

射水市 

 

0766-00-0000 

   

令和８年◯月◯日から令和11年３月31日 

新規 

更新１回目 

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        



（様式４号） 

年  月  日 

 

 様 

 

住所 

名称 

代表者氏名                      印                  

 

富山型耐震シェルター自主検査報告書 

 富山型耐震シェルター建築業者登録制度実施要領第９条より、次のとおり自主検査チェ

ックリストを提出します。 

◆自主検査チェックリスト 

項目 チェック欄 

① 設置面の基礎補強の確認（仕様書に基づく基礎のチェック） 

⚫ 床下の点検を行い、シェルターの荷重に耐えうるかどうかのチェック

を行い、床面の適切な補強を行う。図面に準拠し、束石、束、大引を

適切に配置して補強する 

☐ 

⚫ 既設部分を再利用する場合でも、腐れ、浮き上がりなどの不具合を適

宜修正し、シェルター設置後の床組みの水平・平滑を確保する。 

☐ 

② 使用材料の確認（仕様書、設計図に基づく材料のチェック） 

⚫ 木材：仕様書等に示されている寸法・規格の木材が使用されているか ☐ 

⚫ 金物類：仕様書等に示されている寸法・規格の金物類が使用されてい

るか 

☐ 

③ 組立て施工の確認（施工マニュアルに基づくチェック） 

⚫ 角型鋼管土台による４つの角は２つのプレートで固定されているか ☐ 

⚫ 鋼棒は、仕様書に記載されている寸法までねじ込まれているか ☐ 

⚫ 組み立てた平角柱の揺らぎや隙間はないか ☐ 

⚫ 全ての鋼棒に４t のプレストレスをかけたか ☐ 

⚫ 上記プレストレスにおいてナットを一定トルクで締めたか ☐ 

⚫ その他接合金物で緩みが無いことを確認し適切に取り付けを行ったか ☐ 

⚫ ボルト・ナット等の締結部位において増し締め等の確認を行ったか ☐ 

⚫ 天井合板が木製梁に規定のビスで適切に締結されているか ☐ 

（注）適正に施工されている場合は、各項目の「チェック欄」にチェックを入れる 



（様式第５号） 

 

富山型耐震シェルター完成報告書 

 

年  月  日 

 

富山県森林・木材研究所振興協議会会長 様 

 

住所 

名称 

代表者氏名                   

 

 富山型耐震シェルターの施工が完成したので、富山型耐震シェルター建築業者登録制度

実施要領第１０条により下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 完成年月日 

 

２ 施工場所 

 

３ 消費者（注文者）の氏名 

           住所 

           電話番号 

 

添付書類 

 １ 富山型耐震シェルター自主検査報告書の写し 

 ２ 納品書の写し 

 

 

 

 

 

  



（様式６号） 

 

富山型耐震シェルター建築業者登録期間延長申請書 

 

年  月  日 

 

富山県森林・木材研究所振興協議会会長 様 

 

住所 

名称 

代表者氏名             印                       

 

 富山型耐震シェルター建築業者の登録期間を延長したいので、富山型耐震シェルター建築

業者登録制度実施要領第６条第２項に基づき、申請します。 

 

記 

 

１ 登録番号  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（様式７号） 

 

富山型耐震シェルター登録建築業者変更届 

 

年  月  日 

 

富山県森林・木材研究所振興協議会会長 様 

 

住所 

名称 

代表者氏名                   

登録番号 

 

 富山型耐震シェルター建築業者の登録にかかる記載事項が下記のとおり変更となりまし

たので、富山型耐震シェルター建築業者登録制度実施要領第７条第１項に基づき、お届け

します。 

 

記 

 

１ 変更事項 

変更前 

変更後 

 

２ 変更が生じた期日      年  月  日  

 

 

 

 

 

 

 

  



（参考） 

富山型耐震シェルター建築業者登録制度 

手続きの流れ 
 

 

建築業者の認定 

登録通知 

チェックリスト作成 

受講 

実施 

登録申請 

完成報告 

講習会 

登録建築業者 

消費者（注文者） 

登録建築業者の紹介 

請負契約 

自主検査報告 

・富山県森林・木材研究所振興協議会 

・富山県農林水産総合技術センター木材研究所 


